
第１０５回 ＪＶＣグリーンクラブ定例コンペ開催報告 

代表幹事 芹川時雄 

◇開 催 日：２０２１年１０月 ８日（金） 

◇開催コース：オークヒルズカントリークラブ 

（千葉県香取市狩毛 893） 

◇参加人数 ： ９名 

 ◇表   彰：優 勝  小口健一郎さん（ネット７８） 

        準優勝  藤井弘道さん （ネット７９） 

        第３位  山田昌之さん （ネット８４） 

        ベスグロ 宮地秀幸さん （グロス９３） 

ブービー 船渡孝太郎さん 

ニアピン 宮地秀幸さん（３ホール） 

小口健一郎さん（１ホール） 

ドラコン 藤井弘道さん（６番ホール）、山田昌之さん（１６番ホール） 

        参加賞  令和３年産新米と芝原さんからご提供頂きましたカボスをお持ち帰り頂きました 

＜上位入賞者コメント＞ 

◇優 勝：今日は 2年ぶりに仲間の皆様とお会いできるので、スコアよりもゴルフを楽しもうと思って参加 

     しましたが、これが良かったのか好成績に繋がりました。終盤『多分優勝だよ』と言われた途端 

     力んでショットが乱れましたが何とか前半の貯金で優勝することが出来ました。 

◇準優勝：小生、腰痛治療のため２年間ゴルフは休眠でしたが久方振りにコンペに参加、健康の有難さを実感 

     しました。コースは千葉県有数の本格派コースで距離長し、アップダウンありで大変なコースでき

たが天候、メンバーにも恵まれて会話も弾み楽しい１日でした。 

     ３オン１パットを念頭にチャレンジしグロス１００を切れたので自己満足です。 

     最後に、千葉寿会コンペ継続に尽力されている事務局・幹事の皆様に感謝！感謝！です。 

◇第３位：昨日はお世話になりありがとうございました。飛距離が落ちていますが皆さんとプレイ出来る事が 
有難いと自分に言い聞かせ、力まないよう努めました。まだまだでしたが・・・またパターでカバ

ーしたいと思い、家のマットで練習していますが、これからは出来るだけ平常心でゴルフを楽しめ

たらと思っています。 
 

■次回以降の開催予定は下記の通りです。 

 ・日時  ２０２１年 １１月１２日（金） 

 ・場所  成田の森カントリークラブ 

  ※次回コンペ幹事：小口健一郎さんと船渡孝太郎さんが担当になります 

   

＜本日の参加者＞  （敬称略） 

芝原弘泰、松田守道、藤井弘道、山田昌之、渡孝太郎、小口健一郎、宮地秀幸、芹川フサ子、芹川時雄（以上 9 名） 

 
＜当日の状況＞ 
 前日夜半の大きな地震で開催が危ぶまれ、当日は京葉線が不通となったため 1 名が急遽欠席となりまし

たが他のメンバーは参加することができ何とか開催は出来ました。 
当日は好天にも恵まれ、少し暑いくらいでしたが千葉県でも有数の本格的なコースで距離もありアップダ

ウンもあるコースに苦戦しながらも楽しく全員無事にホールアウトできました。 
※グリーンのボールマークが気になりましたが プレイヤーのマナー向上は必要だと感じました。 
※前回から８０歳以上の方は『シルバーティ使用可』とさせて頂きました。（ドラコン獲得にかなり有利） 



コロナ過でもあり、コンペ後のパーティは行わずゴルフ場で準備して頂いたレストランで表彰式のみ簡潔 
に行い、賞金等の配布を行い次回開催のご案内をして散会しました。 
 
当会場での開催は、会として３回目の開催になります。 
  

優勝は小口さんで、２年ぶりのご参加でしたが楽しくプレイされて実力も発揮しての優勝となりました。 
終盤『多分優勝だよ』と言われて緊張したのか突然ショットが乱れてきましたが、前半の貯金で逃げ切り

優勝となりました。 
 
第２位は藤井さんで、朝の到着が遅れ着替えただけでスタートするという状況でしたが流石でした。 

２年間は腰痛治療のためゴルフは休眠されていましたが、リハビリを続け無事に復活され同伴者と楽しく

プレイされておりました。グロスで１００を切れたことがとても嬉しかったそうです。 
 

第３位は山田さんで、１年半ぶりのご参加でしたが、実力を発揮され入賞を果たされました。 
自宅での練習が成果につながった様です。飛距離が落ちたのでパターでカバーしようと自宅でマットを使

い練習をされているそうで、日頃の鍛錬が大事だと代表幹事も痛感しました。 
 

参加賞は、令和３年産の新米（約 2.6ｋｇ／人）と、芝原さんの自宅で収穫されたカボス（１０個／人）

をご提供頂きましたので、全員にお待ち帰り頂きました。 
今年は豊作だったそうで、沢山とれたとの事でした。 
 
帰りの道中は高齢者の事故が多発しているので、くれぐれも安全運転でお帰り頂くようにお話させて頂き、

散会しました。 
以上 


